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　冬の訪れとともに、近づいてきたクリス

マス。街角にも、華やかな装飾が見られる

季節になってきました。

　写真は 磐田電工（株）秋田工場の中庭に輝く

クリスマス・イルミネーション。色とりどり

に輝く幻想的な光は、気ぜわしい年の瀬に、

癒しの空間を作り出してくれますね。　　

　 　　　　　　　　　　　　  （岩城地域）

　
冬
を
前
に
、
冷
た
い
秋
雨
が
降
り
続
い

て
い
た
中
の
十
一
月
十
七
日
、
こ
の
日
は

久
々
に
陽
気
が
戻
り
、
時
折
日
も
差
し
込

ん
で
穏
や
か
な
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

　
東
由
利
地
域
の
八
塩
い
こ
い
の
森
で
は
、

雪
か
ら
低
木
や
施
設
を
守
る
雪
囲
い
を
急

ピ
ッ
チ
で
実
施
中
。
作
業
に
当
た
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
細
木
や

縄
な
ど
を
使
い
、
木
々
を
傷
め
な
い
よ
う

に
慎
重
に
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
て
い

ま
し
た
。 

　
雪
が
降
れ
ば
、
あ
た
り
は
冬
景
色
に
。

森
は
春
ま
で
静
か
な
眠
り
に
つ
き
ま
す
。 

表
紙
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国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
以
下

日
沿
道
）
の
一
部
を
担
う
一
般
国
道
７
号

仁
賀
保
本
荘
道
路
と
新
直
轄
方
式
に
よ
る

整
備
に
移
行
し
た
日
沿
道
（
本
荘
―
岩

城
）
の
事
業
進
ち
ょ
く
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

　
そ
の
う
ち
、
本
市
米
坂
に
建
設
す
る
大

内
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
は
、

日
沿
道
に
地
域
高
規
格
道
路
（
本
荘
大
曲

道
路
）
が
接
続
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
す
が
、
国

土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
と
県
は
、

こ
の
大
内
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
、平
成
　
年
度
中
に
フ

ル
規
格
で
整
備
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し

た
。�

　
こ
れ
ま
で
は
、
秋
田
市
方
向
だ
け
の
乗

り
降
り
が
可
能
な
ハ
ー
フ
規
格
の
整
備
を

　
年
度
中
に
行
う
計
画
で
、
逆
側
の
本
荘

方
向
の
整
備
時
期
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
地
元
要
望
な
ど
を
考

慮
し
て
、
本
荘
方
向
も
含
め
た
フ
ル
規
格

で
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。�

　
大
内
Ｊ
Ｃ
Ｔ
は
、
新
直
轄
方
式
で
国
が

　
年
度
中
の
開
通
を
目
指
し
て
い
る
仮

称
・
本
荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下
Ｉ

Ｃ
）
―
岩
城
Ｉ
Ｃ
間
（
二
十
一
㌔
）
に
あ

り
、
岩
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
南
側
へ
約
十
二
㌔
。

日
沿
道
本
線
と
は
、
地
域
高
規
格
道
路
の

岩
谷
道
路
（
七
百
二
十
㍍
）
で
ア
ク
セ
ス

し
ま
す
。�

　
岩
谷
道
路
は
　
年
に
都
市
計
画
決
定
し
、

　
年
に
は
県
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
含

む
岩
谷
道
路
建
設
が
国
の
補
助
事
業
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
　
年
に
本
荘
―
岩
城
間
の
新

直
轄
方
式
整
備
が
決
定
、
通
行
料
が
無
料

と
な
る
た
め
、
同
区
間
の
利
用
増
加
が
見

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
▽
大
内
Ｉ
Ｃ
近
く
の
由
利
組

合
総
合
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
▽
合
併

し
た
由
利
本
荘
市
の
地
域
間
交
通
網
の
整

備
な
ど
の
事
情
を
背
景
に
、
地
元
の
フ
ル

規
格
整
備
へ
の
要
望
が
強
く
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
た
め
、
岩
谷
道
路
を
建
設
す
る
県

と
、
事
業
を
補
助
す
る
国
が
フ
ル
規
格
化

の
検
討
を
行
い
、
先
ご
ろ
合
意
に
至
っ
た

も
の
で
す
。�

　
今
後
は
、
地
域
間
交
流
の
向
上
に
加
え
、

来
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
を
は
じ
め

輸
送
効
率
の
ア
ッ
プ
な
ど
に
も
大
き
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
と
県
は
、
日
沿
道
の
整
備
進
ち
ょ
く
に
応
じ

て
段
階
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
大
内
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
の
整
備

を
繰
り
上
げ
、
本
線
と
同
時
に
本
荘
方
向
も
含
め
た
フ
ル
規
格
で
の
整
備
を
図
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
　�

日
沿
道
大
内
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が�

　
　   

フ
ル
規
格
整
備
へ�

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン�

１９�

１９�

１９�

１２�

１３�

１５�

岩城IC�
�

秋
田
自
動
車
道�

�

日
　
本
　
海�

　
日
沿
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会
と

羽
越
本
線
新
幹
線
直
通
促
進
大
会
が
　
月

　
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
高
速
交
通
体
系
整
備
に
向
け
た
各
大
会

に
は
国
や
秋
田
、
山
形
、
新
潟
の
県
関
係

者
な
ど
約
四
百
人
が
出
席
。
こ
の
う
ち
、

羽
越
本
線
新
幹
線
直
通
促
進
大
会
で
は
、

秋
田
地
区
期
成
同
盟
会
の
会
長
で
あ
る
柳

田
市
長
が
、
「
今
回
、
秋
田
、
山
形
、
新

潟
そ
れ
ぞ
れ
東
京
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た

が
、
特
に
秋
田
、
山
形
か
ら
は
、
首
都
圏

に
お
住
ま
い
の
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
に

お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
、『
ふ
る
さ

と
は
遠
く
に
あ
り
て
思
う
も
の
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
は
『
ふ
る
さ
と
は
頻
繁

に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
も
の
』
と
思
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
首
都
圏
か
ら
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
大
会
に
、
我
々
の
地
元
を
ふ
る
さ
と
に

持
つ
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。
地
元
か

ら
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
新
幹
線
も
な
い
、

道
路
も
十
分
に
出
来
て
な
い
。
来
る
ま
で

に
は
大
変
旅
費
も
か
か
り
ま
す
。
そ
の
中

で
皆
さ
ん
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
本
当
に
財
政
難
に
あ
え
い
で
い

る
自
治
体
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
一
日
も
速
い
高

速
化
の
実
現
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
二
つ
の
大
会
で
は
「
高
速
道
路
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
地
域
経
済
へ
の
影
響

や
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
有
料
道
路
方
式

と
新
直
轄
方
式
を
活
用
し
、
国
家
戦
略
と

し
て
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
」
、「
羽
越

本
線
の
高
速
化
、
お
よ
び
安
全
対
策
の
強

化
を
図
る
こ
と
。
羽
越
本
線
へ
の
新
幹
線

直
通
運
転
化
の
実
現
を
図
る
こ
と
」
な
ど

の
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
沿
道
の
供
用
開
始
や
羽
越
本
線
新
幹

線
直
通
化
は
、
交
通
利
便
性
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
産
業
・
観
光
の
活
性
化
な
ど
地

域
住
民
の
生
活
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

高速交通体系整備へ  早期実現を！�高速交通体系整備へ  早期実現を！�

岩谷道路�
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岩谷道路�
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�

日
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道
本
線�

�
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出入口�
�
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出入口�
�
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�
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�

２１�

１１�
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大内JCT�
�
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秋田南IC�
�

秋田空港IC�
�

日
本
海
沿
岸
東
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自
動
車
道�
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県
内
一
広
い
面
積
を
有
す
る
本

市
の
除
雪
路
線
は
、
二
千
六
百
四

十
一
路
線
、
総
延
長
千
二
百
六
十

八
㌔
に
及
び
ま
す
。（
別
表
参
照
） 

　
市
民
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済

活
動
を
支
え
る
、
こ
う
し
た
路
線

の
除
雪
に
あ
た
り
、
市
が
所
有
す

る
除
雪
機
械
は
百
二
十
一
台
。
さ

ら
に
民
間
会
社
か
ら
約
百
十
台
の

機
械
を
借
り
上
げ
、
十
九
カ
所
の

出
動
拠
点
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い

ま
す
。 

　
除
雪
作
業
は
遅
く
と
も
午
前
三

時
に
は
開
始
し
、
七
時
ま
で
に
全

地
域
で
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
明
け
方
の
大
雪
や

道
路
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
作

業
時
間
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
支
線
や
枝
道
な
ど
、
ル

ー
ト
上
、
後
戻
り
す
る
よ
う
な
場

合
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

   

　
市
で
は
、
積
雪
が
沿
岸
部
で
五

十
㌢
以
上
、
も
し
く
は
内
陸
部
で

百
二
十
㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合

「
道
路
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
ま
す
。
道
路
雪
害
対
策
本
部
で

は
、
道
路
交
通
の
確
保
と
強
化
の

た
め
、
各
総
合
支
所
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
相
互
の
応
援
体
制
を
整

え
ま
す
。 

   

　
市
で
は
、
市
民
の
方
が
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て
運
搬

排
雪
で
き
る
雪
捨
て
場
を
、
本
荘

と
矢
島
地
域
で
指
定
し
て
い
ま
す
。

屋
根
の
雪
や
宅
地
内
の
捨
て
場
の

な
い
雪
は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て

場
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
雪
捨
て
場
に
は
他
の

運
搬
車
両
や
除
雪
機
械
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
場
内
で
は
十
分
気

を
つ
け
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。 

除雪にご協力ください

　
冬
が
か
け
足
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
冬
期
間
の
降
雪
・ 

積
雪
か
ら
、
皆
さ
ん
の  

足  

を
確
保
し
、
国
、
県
お
よ
び
関
係 

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
除
雪
作
業
に
当
た
り
ま
す
。 

　
早
朝
か
ら
の
道
路
除
雪
を
、
よ
り
速
や
か
に
進
め
る
た
め
に
は
、 

何
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

” 

“ 

　
道
路
へ
雪
を
出
す
と
、
車
や
歩
行
者
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
し
、
交
通
渋
滞
や
事
故

の
原
因
と
も
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。 

　
除
雪
の
効
果
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
宅
地
内
の
雪
は
車
道
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

車
道
へ
の
雪
出
し
は
禁
止 

　
路
上
駐
車
は
、
道
路
除
雪
の
大
き
な
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
道
路
は
み
ん
な
が
利
用

す
る
も
の
で
す
。
例
え
一
台
で
も
大
き
な

迷
惑
で
す
。
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。 

路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵 

　
玄
関
先
や
車
庫
か
ら
道
路
へ
出
る
間
口

の
確
保
は
、
各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

玄
関
先
の
除
雪
は
各
家
庭
で 

　
除
雪
車
は
、
作
業
上
前
進
後
退
を
繰
り

返
す
こ
と
が
多
く
、
危
険
で
す
の
で
、
十

分
な
距
離
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
追
い
越

し
な
ど
の
際
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
道
路
上
の
支
障
物
件
は
、
除
雪

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
駐
車
場
乗
り
入
れ

の
た
め
の
鉄
板
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。 

除
雪
機
械
に
ご
注
意
を 

　
流
雪
溝
は
、
主
要
生
活
路
線
の
除
排
雪

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
投
雪
時
間
を
守
り
、
詰
ま
り
や

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
流
雪
溝
以
外
の
道
路
側
溝
な
ど

に
は
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
水
が

溢
れ
出
た
り
、
凍
結
の
原
因
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

｢
流
雪
溝｣

は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て 

除
雪
延
長
は
約
千
二
百
㌔ 

豪
雪
の
場
合
の
体
制 

排
雪
は｢

指
定
雪
捨
て
場｣

へ 

◆市所有除雪機械出動拠点、除雪延長 

本
荘
地
域
…
旧
国
立
療
養
所
秋 

　
田
病
院
跡
地（
石
脇
字
田
尻
野
） 

矢
島
地
域
…
克
雪
セ
ン
タ
ー 

 

　
　
　  

（
矢
島
町
立
石
字
長
泥
） 

※
地
域
外
や
土
石
ゴ
ミ
な
ど
が
混
入
し

た
雪
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

　
本
荘
、
矢
島
地
域
以
外
で
排
雪
場
所

に
お
困
り
の
場
合
は
、
各
総
合
支
所
建

設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

雪捨て場案内図 
秋田↑ 

酒田↓ 

市街地
 

（国療跡地） 
←雪捨て場 

↑
 本荘 
マリー

ナ ↓
 

国
道
７
号 

■ ハロー 
ワーク本荘 

子吉川 本荘大橋 

国
道
　
号 

108

↑本荘地域 

↓鳥海地域 

■ 

矢島 
消防署 

■ 矢島克雪 
センター 

子
吉
川 

↑雪捨て場 

1
12

2

No. 地域名 出動拠点 除雪延長 
由利本荘市役所 
克雪管理センター 
長保田除雪ステーション 
岩城総合支所 
亀田体育館 
由利地域除雪格納庫 
中館ステーション 
岩谷ステーション 
高尾ステーション 
松本ステーション 
長坂ステーション 
中田代ステーション 
東由利総合支所 
黒渕車庫 
横渡車庫 
西目土木機械車庫 
長坂除雪センター 
長畑除雪センター 
百宅除雪センター 

本　荘 

矢　島 

岩　城 

由　利 

大　内 

東由利 

西　目 

鳥　海 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 

３３８.４ 

１１７.０ 

１０１.５ 

１１５.２ 

１８２.２ 

１６６.７ 

１,２６８.２ 

９６.４ 

１５０.８ 

（㌔） 
車道 歩道 
３０９.８ ２８.６ 

８９.１ １２.４ 

１７５.７ ６.５ 

８２.６ １３.８ 

１０７.４ ９.６ 

◆指定雪捨て場 
No. 地域名 名　　　　称 

旧国立療養所秋田病院跡地 
矢島克雪管理センター 

本　荘 
矢　島 

１ 
２ 

１０７.３ ７.９ 

１５５.２ １１.５ 

１,１７７.９ ９０.３ 

１５０.８ ０ 

◆
地
域
ご
と
の
除
雪
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ 

地
域
名 

所
管
先
・
連
絡
先 

休
日
・
夜
間
の
連
絡
先 

本
　
荘 

 

矢
　
島 

 

岩
　
城 

 

由
　
利 

 

大
　
内 

 

東
由
利 

 

西
　
目 

 

鳥
　
海 

建
設
部  

建
設
維
持
課 

 

矢
島
総
合
支
所  

建
設
課 

 

岩
城
総
合
支
所  

建
設
課 

 

由
利
総
合
支
所  

建
設
課 

 

大
内
総
合
支
所  

建
設
課 

 

東
由
利
総
合
支
所  

建
設
課 

 

西
目
総
合
支
所  

建
設
課 

 

鳥
海
総
合
支
所  

建
設
課 

―
６
３
４
１ 

２４ 
1

―
４
９
５
５ 

５５ 
1

―
２
０
１
５ 

７３ 
1

―
２
１
１
５ 

５３ 
1

―
２
８
０
２ 

６５ 
1

―
２
１
１
５ 

６９ 
1

―
４
６
１
６ 

３３ 
1

―
２
２
０
４ 

５７ 
1

―
３
３
１
９ 

２４ 
1

―
４
９
５
５ 

５５ 
1

―
６
２
８
１ 

２３ 
1

―
２
１
１
１ 

５３ 
1

―
２
２
１
７ 

６５ 
1

―
３
３
２
１ 

２４ 
1

―
３
６
１
２ 

７３ 
1

―
２
２
１
１ 

６５ 
1

―
２
１
１
０ 

６９ 
1

―
２
２
１
１ 

３３ 
1

―
２
２
０
１ 

５７ 
1

休
日 

夜
間 

休
日 

夜
間 

除雪機械出動式で（11月15日） 除雪機械出動式で（11月15日） 
計 
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わ
ら
に
包
ま
れ
て
生
活
し
て
き
た
先
人

た
ち
は
、
わ
ら
の
持
つ
機
能
性
、
多
様
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
の
活
用
の
幅
を
広

げ
て
い
た
。
思
え
ば
、
そ
こ
に
は
実
り
あ

る
農
村
の
文
化
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
半
ば
を
境
に
、
農
村
の

暮
ら
し
か
ら
徐
々
に
そ
の
姿
を
消
し
て

い
っ
た
「
わ
ら
製
品
」。
米
俵
で
出
荷
さ

れ
て
い
た
米
の
荷
姿
が
「
か
ま
す
」
や

「
麻
袋
」
に
変
わ
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

わ
ら
仕
事
を
担
っ
て
い
た
人
た
ち
も
、
す

で
に
七
十
歳
代
。
わ
ら
の
記
憶
を
持
つ
、

最
後
の
経
験
者
た
ち
だ
。

　

広
報
担
当
で
は
、
十
一
月
十
四
日
、
五

人
の
方
々
に
『「
わ
ら
」
の
文
化
展
』
を

見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
当
時

を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。
皆
さ
ん
の
言

葉
に
は
、わ
ら
を
懐
か
し
み
、遠
く
に
あ
っ

て
鮮
や
か
な
「
わ
ら
の
記
憶
」
が
残
る
。

展
示
物
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

（
方
言
の
ま
ま
で
掲
載
）

●　
　
　
「
台
輪
は
使
っ
た
。
デ
ワ
と
言
っ

た
も
ん
だ
」「
ん
だ
。『
デ
ワ
持
っ
て
ケ
』

な
ど
と
言
っ
た
」

●　
　
　
「
デ
ド
ゴ
さ
、
下
げ
た
も
ん
だ
」

「
あ
ぶ
っ
た
魚
を
刺
し
た
な
」「
と
に
か
く

焼
く
も
の
を
刺
し
た
」「『
弁
慶
、
ち
ゃ
ん
と

吊
し
て
お
げ
』
な
ん
て
な
」「
猫
よ
け
で
あ
っ

た
な
」「
そ
の
と
お
り
だ
」「
お
ら
家
で
な
ば
、

ユ
ウ
ガ
オ
さ
穴
空
け
て
中
に
わ
ら
突
っ
込
ん

で
置
い
て
あ
っ
た
な
」「
そ
れ
も
あ
っ
た
」

「
デ
ド
ゴ
さ
ど
、水
屋
さ
あ
っ
た
も
ん
だ
」

●　
　
　
　
　
　
「
こ
の
展
示
な
ば
小
さ
い

ど
も
、
普
通
は
大
き
な
使
っ
た
な
」「『
く

ず
布
団
』
ど
も
言
っ
た
も
ん
だ
」「
ん
だ

な
。
温
か
い
も
ん
で
あ
っ
た
」「
真
ん
中

が
ど
ぷ
っ
と
沈
ん
で
、
温
か
く
て
な
」「
冬

は
く
ず
布
団
使
っ
て
、
春
に
は
馬
屋
さ
敷

い
て
な
」「
馬
屋
の
そ
ば
に
押
し
切
り
機

械
置
い
て
、
そ
こ
で
わ
ら
を
切
っ
て
敷
く

も
ん
で
あ
っ
た
」「
馬
屋
に
わ
ら
を
入
れ

る
の
は
子
ど
も
の
仕
事
で
、
そ
れ
を
や
ら

ね
ば
、親
父
に
ぶ
っ
た
だ
か
れ
だ
も
ん
だ
」

●　
　
　
　
「
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
は

入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
な
く
、
木
の

ヤ
ツ
だ
な
」「
ん
だ
。
当
時
使
っ
た
箱
そ

り
は
今
も
あ
る
」「
子
ど
も
を
エ
ジ
メ
に

入
れ
て
田
さ
連
れ
て
行
ぐ
な
よ
。
こ
れ
に

入
れ
て
お
げ
ば
動
げ
ね
で
ろ
。
泣
い
て
い

る
と
思
え
ば
、
す
っ
か
り
漏
ら
し
て
い
る

も
ん
だ
っ
た
」「
半
日
、
置
く
な
だ
お
の

な
」「
今
な
ば
信
じ
ら
れ
ね
」

●　
　
　
「
の
さ
掛
け
は
小
正
月
の
行
事
で

な
」「
こ
れ
さ
、
麻
糸
付
け
て
よ
」「
そ
の

年
の
あ
き
の
方
さ
掛
け
て
な
」「
み
ん
な

や
っ
て
だ
な
」「
ぬ
さ
が
正
し
い
な
で
ね
が
」

●　
　
　
　
　
　
「
道
路
で
バ
ッ
チ
バ
ッ
チ

ど
や
っ
た
」「
魔
よ
け
、
厄
払
い
で
ね
が
」

「
シ
ョ
ウ
ブ
だ
か
ら
、
丈
夫
に
な
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
の
で
な
い
か
」

●　
　
　
　
「
わ
ら
馬
ど
も
言
っ
た
も
ん
だ

が
、
盆
に
よ
、
仏
壇
に
上
げ
た
も
の
を
背

先
達
に
聞
く
「 
藁 
の
あ
っ
た
暮
ら
し
」

わ
ら

台
輪

弁
慶

し
べ
ぶ
ど
ん

エ
ジ
メ

菖
蒲
た
た
き

の
さ

精
霊
馬

【
出
席
者
】　

藤
本
光
喜
さ
ん
（　

歳
・

７４

　

新
道
）、
小
松
鉄
郎
さ
ん
（　

歳
・
万

７３

　

願
寺
）、
佐
々
木
隆
史
さ
ん
（　

歳
・

７７

　

土
谷
）、
齋
藤
正
美
さ
ん
（　

歳
・
土

７７

　

谷
）、
高
野
功
さ
ん
（　

歳
・
畑
谷
）

７６

�台輪　鍋や底の丸い釜などの敷物。�弁慶　囲炉裏の上に吊し、串に刺した食品を保存した。�しべ
ぶどん　わらの葉やくずの部分を集めて綿の代わりに入れたふとん。�エジメ　３歳児ぐらいまでを入
れておいた保育器。�のさ　正月、小正月行事で屋敷内の木に掛け、健康と安全を願った。�菖蒲たた
き　子どもたちがショウブとヨモギをわらとともに編んで地面をたたく時に使う。�精霊馬　お盆に先
祖を迎え・送る馬。�馬ぐつ　冬仕事で馬に履かせた。�てけし　冬用、作業用手袋。
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以
前
、
稲
は
鎌
や
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り

取
ら
れ
、
稲
杭
や
ハ
サ
掛
け
に
干
し
て
自

然
乾
燥
し
て
い
た
。
コ
メ
生
産
の
副
産
物

と
し
て
の
稲
わ
ら
の
利
用
は
当
時
、
生
活

と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
、
特
に
農
家

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
作
り
出
す
、
大

切
な
原
材
料
だ
っ
た
。
稲
作
は
コ
メ
を
収

穫
す
る
と
同
時
に
、
わ
ら
を
確
保
す
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
米
俵
、
荷
縄
、
実
子
縄
、

け
ら
、
む
し
ろ
、
草
履
、
わ
ら
ぐ
つ
、
し

べ
ぶ
と
ん
、
鍋
敷
き
、
納
豆
つ
と
…
…
。

わ
ら
を
利
用
し
た
製
品
は
多
様
で
、
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使
わ
れ
、「
わ
ら
に

無
駄
な
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
も
言
わ
れ
た
。

　

わ
ら
を
使
っ
て
道
具
を
作
る
「
わ
ら
仕

事
」
は
、
次
の
農
作
業
に
備
え
、
主
に
冬

期
間
の
作
業
だ
っ
た
。
若
者
た
ち
は
わ
ら

仕
事
が
で
き
て
一
人
前
と
さ
れ
、
先
輩
た

ち
か
ら
そ
の
技
を
習
っ
た
。
そ
こ
に
は
交

流
が
あ
り
、
地
域
連
帯
に
つ
な
が
る
社
会

勉
強
の
場
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
農
村

の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
ま
さ
に
「
わ
ら
の

文
化
」
と
と
も
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
来
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
、『「
わ
ら
」
の
文
化
展
』
を

開
催
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
「
わ
ら
の

文
化
」
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

冬
に
行
わ
れ
た
「
藁
仕
事
」

わ
ら

　

照
り
つ
け
る
日
差
し
が
や
わ
ら
ぎ
、
田

畑
を
吹
き
そ
よ
ぐ
風
に
秋
を
感
じ
る
こ
ろ

に
な
る
と
、
重
そ
う
に
こ
う
べ
を
垂
れ
た

稲
穂
が
収
穫
を
迎
え
る
�
。
こ
の
豊
か

な
秋
の
風
景
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
大
型
の
農
業
機
械
が
導
入
さ

れ
て
以
来
、
昔
な
が
ら
の
農
作
業
の
様
子

は
一
変
し
、
今
、
こ
う
し
た
光
景
を
見
る

こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
稲
は
ほ
と
ん
ど

コ
ン
バ
イ
ン
で
一
気
に
刈
り
取
ら
れ
、
同

時
に
脱
穀
も
完
了
。
稲
わ
ら
は
短
く
裁
断

さ
れ
、
田
ん
ぼ
に
敷
か
れ
る
。

　

農
作
業
の
技
術
革
新
に
よ
り
田
ん
ぼ
で

脱
穀
ま
で
済
む
よ
う
に
な
る
と
、
稲
わ
ら

の
役
割
は
不
要
の
も
の
と
な
っ
た
。
加
え

て
、
高
度
経
済
成
長
の
中
で
私
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
も
ま
た
格
段
に
変
化
し
、
そ
れ

ま
で
の
わ
ら
に
変
わ
る
生
活
資
材
が
次
々

に
現
れ
、
わ
ら
を
素
材
に
し
た
製
品
に

取
っ
て
代
わ
っ
た
。
今
に
至
る
、
お
よ
そ

四
十
年
の
間
の
出
来
事
で
あ
る
。

本荘郷土資料館
「企画展」に見る

暮
ら
し
に
不
可
欠
だ
っ
た
藁

暮
ら
し
に
不
可
欠
だ
っ
た
藁わ

ら
わ
ら
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私
が
学
ぶ
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

で
は
、
入
学
式
の
す
ぐ
あ
と
に
先
輩
に
よ

る
学
生
自
主
研
究
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
是
非

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
研
究

テ
ー
マ
は
、
先
生
の
薦
め
も
あ
り
「
民
芸

品
を
用
い
た
認
証
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
と

し
、
研
究
は
七
人
の
仲
間
を
集
め
て
行
い

ま
し
た
。

　

認
証
シ
ス
テ
ム
は
、
本
人
を
確
認
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金

を
出
し
入
れ
す
る
と
き
や
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
す
る
と
き
な
ど
に
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
作
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
認
証
シ
ス
テ
ム
で
は
本

人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
に
カ
ー
ド
認
証

や
暗
証
番
号
を
用
い
て
識
別
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
指
紋
を
用
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
で
は
こ
れ
ら
の

代
わ
り
に
秋
田
県
の
伝
統
民
芸
品
の
銀

線
細
工
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
銀

線
細
工
に
は
上
品
な
美
し
さ
が
あ
り
、
ブ

ロ
ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン

な
ど
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー

テ
ィ
ー
や
音
楽
会
場
、
美
術
館
な
ど
お

し
ゃ
れ
な
感
覚
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
お

け
る
認
証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
適
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

研
究
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
銀
線
細
工
の
画
像
が
ど
の
よ
う
に
識

別
で
き
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。
こ
の
結
果

は
、
八
月
末
に
開
催
さ
れ
た
電
気
関
係
学

会
東
北
支
部
大
会
に
お
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
究
で
は
一
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
研
究

発
表
ま
で
研
究
の
一
連
の
流
れ
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
苦
し
い
と
き

も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
会
で
の
研
究
発
表

の
あ
と
に
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
無
い
充
実
感
が
残
り
ま
し
た
。

民
芸
品
を
用
い
た

　

認
証
シ
ス
テ
ム
の
研
究

　

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

三
年　

伊　

藤　

明　

男　

　

認
証
シ
ス
テ
ム
で
使
用
す
る
銀
線
細
工

　

　このたび、統計調査員として各種統計調査事業に永年尽
力されてこられた次の方々が、各省大臣表彰、感謝状、県
知事表彰を受賞されました。
【総務大臣表彰】

　ジャパンマイコンカーラリー２００７北東北地区大会が
１１月１１日、秋田県青少年交流センターで開催され、由利
工業高校生が見事な成績を収めました。
【高校生の部】
１位　三浦大二郎さん（２年）（全国大会出場）、２位　
小松雄介さん（２年）、３位　三船誠也さん（１年）

見
事
な
成
績
を
収
め
た
由
利
工

業
高
校
の
メ
ン
バ
ー

　このたび、共同募金運動６０年記念平成１８年度全国社会
福祉大会で、鳥海地域の民生児童委員小坂ケイ子さんが、
社会福祉の増進に寄与された功績が認められ、「全国社会
福祉協議会会長表彰」を受賞されました。

【農林水産大臣感謝状】
〔永年協力者満２０年〕阿部春一さん（五十土）
〔永年協力者満１０年〕黒木良孝さん（鳥海町小川）
〔永年協力者満５年〕堀内　忠さん（宮内）
【経済産業省経済政策局調査統計部長感謝状】
佐々木菜穂子さん（岩城勝手）
�橋茂三郎さん（鳥海町下笹子）
【秋田県知事表彰】
高橋輝雄さん（岩谷町）、小松正広さん（東梵天）、三浦恭
一さん（岩城内道川）、長谷部芳勝さん（岩谷麓）、佐々木
多悦さん（羽広）、畠山建一さん（深沢）、佐藤俊一さん
（矢島町川辺）

佐々木　哲さん
（岩城六呂田）

佐々木和男さん
（西目町沼田）

畠山武一さん
（羽　広）

８平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

中
さ
刺
し
て
、
川
さ
流
し
た
も
ん
だ
」「
こ

の
馬
を
流
す
こ
ろ
に
シ
ョ
リ
ダ
チ
を
や
っ

た
。『
シ
ョ
ウ
リ
ダ
チ
、
シ
ョ
ウ
リ
ダ
チ
、

こ
の
火
の
明
か
り
で
イ
ト
ー
ネ
、
イ
ト
ー

ネ
』
と
言
っ
て
、
送
り
火
や
」「
八
月
六

日
か
七
日
に
迎
え
る
時
は
、
キ
ト
ー
ネ
、

キ
ト
ー
ネ
て
な
」「
わ
ら
抱
い
て
な
。

残
っ
た
わ
ら
や
麦
殻
に
火
を
つ
け
て
」

「
送
り
盆
は
十
六
日
、
二
十
日
」「
お
ら

だ
な
ば
締
め
盆
と
言
っ
て
三
十
一
日
あ
た

り
も
や
っ
た
な
。
ど
こ
も
お
お
か
た
似
て

い
る
ん
で
ね
が
」「
子
ど
も
の
行
事
だ
が
ら

な
」「
小
学
校
か
ら
高
等
科
二
年
ま
で
の
な
」

●　
　
　
　
「
雪
積
も
れ
ば
履
か
せ
て
な
」

「
馬
そ
り
で
田
さ
肥
引
き
し
た
な
よ
な
」

●　
　
　
　
「
作
業
用
だ
ど
も
、
特
に
山
仕

事
の
人
た
ち
が
使
っ
た
物
で
ね
が
」「
滑

る
し
な
」「
ご
ん
べ
も
な
」「
わ
ら
じ
の
上

か
ら
履
け
ば
つ
ま
先
が
安
全
だ
が
ら
」

●　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
あ
ん
ま
り
履

い
た
こ
ど
は
ね
ぇ
な
」「
お
ら
え
の
バ
ン

バ
、
こ
し
ら
え
る
も
ん
だ
っ
た
」「
長
靴

の
前
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
」

●　
　
　
　
「
こ
う
い
う
の
は
こ
だ
し
ッ
コ

と
言
っ
た
な
」「
大
き
い
の
が
こ
だ
す
で

な
」「
畑
の
物
を
穫
る
時
な
ど
使
っ
た
」

「
お
ら
ほ
な
ば
町
に
買
い
物
行
く
時
も

な
」「
買
い
物
で
は
ガ
ッ
サ
イ
を
背
負
っ

て
来
る
人
も
い
た
。
紐
付
い
た
袋
の
な
」

●　
　
　
　
　
　
　
　
「
作
ら
せ
ら
れ
だ

な
」「
農
家
の
若
い
者
で
あ
れ
ば
、
必
ず

作
ら
ね
も
の
で
あ
っ
た
」「
嫁
げ
ら
を

作
っ
た
と
い
う
の
は
最
近
ま
で
あ
っ
た
。

伊
達
げ
ら
と
か
、
も
っ
と
模
様
付
け
た
り

し
て
な
」「
今
で
言
う
合
羽
だ
か
ら
」「
青

年
会
が
夜
集
ま
っ
て
『
ね
ご
げ
ら
と
い
う

の
は
こ
う
し
て
作
る
も
ん
だ
』
と
教
え
る

な
や
。そ
れ
を
ま
ね
し
て
作
っ
た
な
」「
い

ろ
ん
な
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
」「
若
い

者
の
夜
仕
事
で
な
」

●　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
む
し
ろ
織
り

な
」「
機
織
り
と
同
じ
理
屈
だ
な
」「
う
ち

で
は
、
水
屋
で
や
っ
た
な
」「
庭
で
も
や
っ
た
」

「
デ
ド
ゴ
で
も
、
子
ど
も
だ
ど
ご
育
て
な
が

ら
も
や
っ
て
だ
」「
こ
れ
は
裏
ご
も
だ
な
」

「
両
端
、み
ご
縄
で
縫
っ
て
い
ぐ
な
よ
な
」

　
　
「
小
さ
い
こ
ろ
の
経
験
が
よ
み
が
え
る

と
言
う
か
、
着
た
り
作
っ
た
り
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
全
部
、
農
家
で

作
っ
た
物
だ
し
な
。『
わ
ら
』
が
生
活
用

品
の
素
材
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
　
「
簡
単
に
言
え
ば
、
自
給
自
足
の
生
活
。

自
分
た
ち
で
生
産
し
た
物
を
活
用
し
、
生

活
に
生
か
し
て
い
た
。
山
か
ら
は
木
を
切

り
、
田
か
ら
は
わ
ら
。
身
近
に
あ
る
も
の
で
」

　
　
「
若
い
時
に
夜
な
べ
し
て
、
こ
う
し
た

道
具
を
作
っ
た
も
ん
で
す
。
夜
に
集
ま
っ

た
の
は
娯
楽
で
も
あ
っ
た
。
女
の
人
た
ち
と

話
を
し
た
り
、
悪
い
こ
と
も
相
談
し
た
り
な
」

　
　
「
当
時
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
は
ず
っ
と
見
る
こ
と
も

な
い
し
。
こ
れ
だ
け
そ
ろ
え
ら
れ
た
の
は

素
晴
ら
し
く
、
楽
し
め
ま
し
た
」

　
　
「
ま
さ
に
身
近
な
文
化
で
す
な
。
い
ず

れ
忘
れ
去
ら
れ
る
状
態
で
す
が
、
な
く
な

る
前
に
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
」

俵
編
み
、
む
し
ろ
機

馬
ぐ
つ

て
け
し

さ
ん
ぺ
（
ふ
か
ぐ
つ
）

こ
だ
し

け
ら
、
ね
こ
げ
ら

�さんぺ　雪が降った時の外出用の靴。�こだし　腰に付け、荷物を入
れた。�けら、ねこげら　けらは雨具。ねこげらは荷物を背負うときに
背中に当てた。�むしろ機　むしろの表を織る機械。

�

�

■
企
画
展
を
見
て
（
五
人
の
方
々
の
感
想
）

�

�
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道
の
駅
「
清
水
の
里
・
鳥
海
郷
」
に
ほ
ど
近
い
、
鳥

海
町
上
笹
子
地
内
で
六
月
下
旬
か
ら
建
築
が
進
め
ら
れ

て
い
た
市
立
笹
子
診
療
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
一

月
十
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
開
所
式
に
は
佐
藤
源
一
・
鳥
海
地
域
自
治
区
長
や
診

療
に
当
た
ら
れ
る
村
田
誠
医
師
な
ど
、
十
人
が
出
席
。

開
所
に
あ
た
り
佐
藤
区
長
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、隣
接
す
る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー『
悠
楽
館
』

と
の
一
体
性
を
確
保
し
た
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
旧
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
移

転
・
新
築
さ
れ
た
新
し
い
診
療
所

は
木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
二
百

七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
以
前

よ
り
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

場
所
に
開
所
。
工
事
費
は
六
千
四

百
五
万
円
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
や
検

査
室
、
一
部
畳
敷
き
の
待
合
室
な

ど
が
あ
り
、
全
館
床
暖
房
で
、
木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
、
内
科
の
受
診
に
訪
れ

た
佐
藤
愼
太
郎
さ
ん
（
下
野
）
は

「
高
齢
者
に
優
し
く
、
近
代
化
さ

れ
た
施
設
で
う
れ
し
い
。
統
合
な

ど
に
よ
り
こ
の
地
域
か
ら
医
療
施
設
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
診
療
所
が
今
後
も
長
く
存
続
す
る
も
の
と
希
望
を

感
じ
、
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
安
心
で
住
み
よ
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
が
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。 �

名
　
称
／
笹
子
診
療
所�

所
在
地
／
鳥
海
町
上
笹
子
字
堺
台
１
０
５�

電
　
話
／
　
―
２
３
２
１�

診
療
科
目
／
内
科
、
外
科
、
消
化
器
科�

診
療
日
時
／
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
　
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
　
分�

５９�

３０�

１５�

［ご 案 内］�

笹
子
診
療
所
が
移
転
・
新
築�

笹
子
診
療
所
が
移
転
・
新
築�

　
市
内
各
地
域
の
文
化
財
を
市
民

に
見
て
も
ら
お
う
と
、
十
一
月
五

日
、
第
二
回
市
民
文
化
財
探
訪
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
穏
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
こ

の
日
は
、
友
人
と
連
れ
だ
っ
た
熱

心
な
歴
史
フ
ァ
ン
の
市
民
な
ど
二

十
人
が
参
加
。
最
初
の
見
学
地
の

加
田
喜
沼
湿
原
（
市
指
定
天
然
記

念
物
）
で
は
、
浮
島
状
の
様
子
や

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
メ
ダ

カ
な
ど
今
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
生
物
も
観
察
し
ま
し

た
。�

　
岩
城
地
域
で
は
妙
慶
寺
・
顕
性

院（
眞
田
幸
村
の
娘
）の
甲
冑
（
県

指
定
有
形
文
化
財
）
、
龍
門
寺
・

岩
城
家
墓
所
、
御
霊
屋
（
県
指
定

有
形
文
化
財
）
な
ど
、
普
段
は
め

っ
た
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
、

歴
史
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い
重

要
な
文
化
財
を
見
学
。
そ
れ
ぞ
れ

の
見
学
地
で
は
熱
心
に
説
明
に
聞

き
入
り
、
メ
モ
を
取
る
参
加
者
も

見
ら
れ
る
な
ど
、
市
内
の
文
化
財

に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
一
層
深

め
ま
し
た
。�

　
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
（
菊
地
昭

夫
会
長
、
会
員
三
百
四
十
五
人
）

が
十
一
月
十
二
日
、
東
京
都
内
で

開
か
れ
、
会
員
な
ど
百
二
十
四
人

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

　
初
め
に
菊
地
会
長
が
「
会
場
で

は
由
利
本
荘
市
歌
が
流
れ
て
お
り

ま
す
が
、
鳥
海
は
非
常
に
美
し
く

歌
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
は
、

地
元
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
、

国
体
の
記
念
碑
を
贈
呈
す
る
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
懇
親
会
は
地
酒
の
鏡
開
き
で
始

ま
り
、
全
国
に
誇
れ
る
伝
統
芸
能

「
本
海
番
楽
」
を
下
百
宅
講
中
が

披
露
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
　�

　
各
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
が

一
堂
に
会
す
る
由
利
本
荘
民
俗
芸

能
大
会
が
十
一
月
十
九
日
、
大
内

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
の
猿
倉
番
楽
（
鳥
海
地

域
）、坂
之
下
番
楽
（
矢
島
地
域
）
、

屋
敷
番
楽
（
由
利
地
域
）、日
役
町

獅
子
踊
り
（
本
荘
地
域
）、市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
の
潟
保
八
幡
神

社
神
楽
（
西
目
地
域
）
ほ
か
、
岩

谷
麓
獅
子
舞
（
大
内
地
域
）
が
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
舞
を
披

露
。
坂
之
下
番
楽
の
「
餅
搗
舞
」

で
は
、
福
の
面
を
つ
け
た
演
者
が

観
客
席
で
厄
よ
け
の
菓
子
を
振
る

舞
う
場
面
も
あ
り
、
そ
の
こ
っ
け

い
で
軽
妙
な
し
ぐ
さ
が
観
客
を
沸

か
せ
ま
し
た
。�

　
演
目
の
合
間
に
は
、
県
民
俗
学

会
の
齊
藤
壽
胤
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ

の
民
俗
芸
能
の
由
来
や
特
徴
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
訪
れ
た

観
客
は
頷
き
な
が
ら
、
そ
の
奥
深

い
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。
　�

　本荘東中学校（渡辺徹校長）の１・２
年生が１１月１０日、鳥海ダム調査事務所の
出前講座を受講しました。�
　この講座は、同校が全校で進めている
子吉川をテーマした総合的な学習の一環
として行われたもの。鳥海ダムについて
知りたいことなどを事前に質問として提
出し、それぞれに学習を深めた上で講座
の日を迎えました。�
　説明を行った国土交通省東北地方整備
局鳥海ダム調査事務所の菅原信雄所長は、
自然災害にあわないためにはどうすれば
いいか、子吉川の整備計画や鳥海ダムの
役割など、映像を交えて解説。生徒たち
は時にメモを取ったりしながら、熱心に
受講していました。�

　本荘ふるさと会（池田哲三会長、
会員７１５人）が１１月１９日、東京
都内のホテルで開催されました。�
　会場には、新市の親善大使とし
て期待されている会員など１２５名
が参加。本荘物産協会の協力によ
り販売コーナーも設けられたほか、
ふるさと産品などが当たる抽選会
やカラオケ大会では懐かしい本荘
弁が飛び交う盛り上がりとなり、
再会を喜びあう姿が見られました。�

―本荘東中学校が�
　　 総合的な学習で学ぶ―�

子吉川と鳥海ダムについて受講�

潟保八幡神社神楽�

坂之下番楽「餅搗舞」では演者が客席に�

由利本荘市民俗芸能大会�由利本荘市民俗芸能大会�

新しい診療所（上）で安心で住みよい暮らしが守られています�

懐かしい本荘弁で会話が弾む�

郷土の味を求める会員で賑わった特産品販売�

妙慶寺の宝物殿を見学�

加田喜沼は重要な湿原�

本
荘
ふ
る
さ
と
会�

も
ち
つ
き
ま
い�
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　鳥海地域で平成１０年度から進められていた「県営ため池

等整備事業・笹子大堰地区」の完成を祝う記念碑の除幕式

が１１月１７日、鳥海町下笹子で行われました。

　江戸時代初期に開設されたとされる笹子大堰は、長く農

業用水や生活用水の大動脈として利用されていますが、融

雪や豪雨による災害も多く、防災上の観点からも早期の改

良整備が強く要望されていました。

　農業用水の安定確保と災害の未然防止を目的としたこの

事業では、幹線約５．２�、支線排水路５カ所約２．１�の用水

路を整備。受益面積は１０２�におよび、自然環境に配慮し

た施工で水に親しめるような工夫もされています。

　除幕式には関係者や受益農家など６０人が出席。神事に続

き完成記念碑の除幕を行い、９年にわたる工事の竣工を喜

ぶとともに、農業の一層の振興と安心な暮らしを支える施

設の完成に大きな期待を寄せていました。

　

亀
田
藩
の
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
戊
辰
戦

争
や
明
治
草
創
期
な
ど
に
活
躍
の
後
、
大
正
三
年

に
没
し
た
鳥
海
弘
毅
先
生
を
顕
彰
し
て
続
け
ら
れ

て
い
る
剣
道
大
会
が
十
一
月
十
八
日
、
岩
城
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
海
山
の
勇
姿
に
ち
な
ん
で 
鳥
海  
弘  
毅 
と
改
名

と
り
の
う
み 

こ
う 

き

し
た
先
生
は
、
日
本
古
来
の
武
道
を
奨
励
し
、
そ

の
精
神
を
高
め
た
先
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

四
十
六
回
を
数
え
る
大
会
に
は
、
市
内
の
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ク
ラ
ブ
、
道
場
お
よ
び
中
学

校
と
秋
田
市
や
に
か
ほ
市
か
ら
六
十
六
チ
ー
ム
、

合
わ
せ
て
約
四
百
人
の
少
年
剣
士
が
出
場
。
家
族

な
ど
が
声
援
を
送
る
中
、
日
頃
鍛
え
た
技
を
気
合

い
を
込
め
た
掛
け
声
と
と
も
に
電
光
石
火
の
ご
と

く
繰
り
出
し
た
り
、
激
し
い
つ
ば
ぜ
り
合
い
で
白

熱
し
た
試
合
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　リサイクルの推進など、循環型社会の

形成について考える由利地域リサイクル

フェアー（県主催）が１１月１８日、西目公

民館「シーガル」で開催されました。

　フェアーでは、「循環型社会の入り口

に立って－待ち受けるものは光か闇か－」

と題した県立大学の谷口吉光准教授の講

演に続いて、東由利地区生活研究グルー

プ、ＴＤＫ�、西目小学校のＪＲＣ（青

少年赤十字）委員会の児童たちが、それ

ぞれの団体や会社、学校で取り組んでい

るリサイクル活動について紹介。

　特に、西目小学校では、８年前からプ

ルタブの回収に取り組み、５年間で５０万

個のプルタブを収集。それによって２年

前、老人福祉施設に車椅子を寄贈しまし

た。回収の輪が広がって地域の人たちも

応援してくれるようになり、今年もまた、

地域の別の老人福祉施設に車椅子を寄贈

した事を発表しました。児童たちが、

「喜んでもらって良かった。３台目、４

台目を贈ることができるよう、これから

も続けたい」と発表を結ぶと、会場から

は賞賛と励ましの拍手がわき起こってい

ました。

喜
び
の
中
、
記
念
碑
を
除
幕

気合いの入った掛け声と竹刀の音が
響きわたった会場　　　　　　　　

１２平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

第
三
十
九
回
県
高
校
郷
土
芸
能
・
日
本
音
楽
合

同
発
表
会
（
県
高
校
文
化
連
盟
主
催
）
が
十
一
月

十
二
日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
県
内
の
七

高
校
と
一
団
体
、
約
百
三
十
人
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

出
場
校
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
を
た
た
く
な
ま
は
げ
や
猿
倉

人
形
芝
居
が
登
場
し
た
り
、
西
馬
音
内
盆
踊
り
の

輪
が
広
が
っ
た
り
と
、
多
彩
な
演
出
が
郷
土
芸
能

の
味
わ
い
を
創
出
。
約
六
百
人
の
観
客
は
、
ス

テ
ー
ジ
狭
し
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
踊
り
、
太

鼓
の
リ
ズ
ム
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
秋
田
お
ば
こ
の 
民  
謡  
綴 
り�
秋

う 

た 
つ
づ

田
お
ば
こ
節
、
秋
田
大
黒
舞
、
正
調
生
保
内
節
」

を
披
露
し
た
地
元
・
由
利
高
校
民
謡
部
が
、
羽
後

高
校
と
と
も
に
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
来
年
夏

に
島
根
県
で
開
か
れ
る
「
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

　

あ
で
や
か
に
舞
い
踊
り
、
郷
土
を 
唄 
う
「
由
利

う
た

高
お
ば
こ
」
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
き
っ
と
全
国

の
フ
ァ
ン
を
も
魅
了
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　矢島地域の矢島地区で７年にわたって進められてい
た「県営担い手育成基盤整備事業」の完成を祝い、１１
月１１日、記念碑の除幕式が行われました。
　この事業は、矢島地区の８５．５�につき、標準区画１
�での整地や用水路と排水路、農道の整備により農業
機械の大型化や農地の集団化、生産コストの低減を図
るため、平成１２年から着工。平坦な地形に合った超低
圧パイプライン方式による用水路も完備され、従来に
比べて水管理の労力が格段に軽減されました。受益戸
数は１３６戸となっています。合わせて、田沢川の改修
や県道鳥海矢島線矢越バイパスの改良など、地域の課
題が一挙に解決。大きな成果を得ることにつながりま
した。
　矢島町元町で行われた除幕式には、関係者や受益農
家など８８人が出席。柳田市長の 揮  毫 で「耕土耕心」と

き ごう

記された碑を除幕し、工事の完成を喜び合いました。

記念碑を前に、さらなる農業の振興を願って

①プルタブ収集などの取り組みを発表した
西目小学校の児童たち②劇団「 濤 」の寸劇

なみ

「環境忍者　エコ丸兄弟」③会場の展示が
リサイクルを呼びかけました

①

③

②

日頃の練習の成果を笑顔で披露した由利高校民謡部
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問い合わせ先 
市健康管理課 

（本荘保健センター内 
　22－1834） 

または各総合支所 
福祉保健課へ 

1

献 血 ご協力ください ― 12月献血日程 ― 
日 

５ 

７ 

曜日 

火 

木 

１４ 

２１ 

２４ 

場　　所 時　　間 備　考 

本荘第一病院 

TDK由利本荘（株） （矢島） 

老人福祉施設白百合苑 

由利総合支所 

１３：００～１６：００ 

１５：００～１６：００ 

１３：３０～１４：３０ 

１５：００～１６：００ 

９：３０～１２：００ 

１３：００～１６：３０ 

１０：００～１２：００ 

１３：００～１６：００ 

日 

１ 

２１ 

曜日 

金 

木 

対象地域 対　象　者 

東由利 

鳥　海 

受付時間 会　　場 

平成１７年９月～平成１８年６月生まれ 

平成１７年６月～平成１８年５月生まれ 

１３：３０～１３：５０ 

１３：００～１３：３０ 

有　鄰　館 

紫　水　館 

ジョイフルシティ本荘店 

由利地域振興局（職員会館） 

木 

木 

日 

地域 

本荘 

矢島 

由利 

 

 

本荘 

成分献血 

クリスマス 
街頭献血 

・成分献血は、1時間ほどの時間が必要であり、場所によっては 
　予約制の所もあります。事前にお問い合わせください。 
・問い合わせは、市健康管理課または当該地域の総合支所福祉 
　保健課へお願いします。 

・ポリオワクチンは急性灰白随炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。 
・ワクチンを6週間以上の間隔をおいて2回飲むと投与は完了です。 
・予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種してください。 
・詳しくは、市健康管理課または、各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。 

内科・小児科 

午前１０時～午後４時 

休日応急診療所  

１２月の診療日と予定当番医師 
日 
３ 
１０ 
１７ 
２３ 
２４ 
３１ 

曜日 医　師　名 
日 
日 
日 
土 
日 
日 

高　橋　葉満子 
西　村　茂　樹 
前　原　巳知夫 
村　田　　　誠 
菊　池　四　郎 
山　田　暢　夫 

※当番医師は変更になる場合も 
　あります。 

▽
 

問い合わせ…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇３０：旧医師 
　会病院　２４－３９１７）平日は 
　市健康管理課 

1

ポリオの予防接種（12月） 

５ 

８ 

１３ 

１３ 

１４ 

１８ 

１９ 

２０ 

２０ 

２１ 

金 

水 

水 

木 

月 

火 

水 

水 

木 

西　目 

本　荘 

大　内 

本　荘 

本　荘 

鳥　海 

本　荘 

矢　島 

本　荘 

２１ 

２６ 

２６ 

木 

火 

火 

対象地域 対　　象　　者 

大　内 

岩　城 

由　利 

鳥　海 

受付時間 会　　場 

平成１８年 ７月８日～平成１８年 ８月５日生まれ 
平成１８年 ４月８日～平成１８年 ５月５日生まれ 
平成１８年 １月８日～平成１８年 ２月５日生まれ 

平成１８年 ７月２３日～平成１８年 ８月２１日生まれ 
平成１８年 ４月２３日～平成１８年 ５月２１日生まれ 
平成１７年 １月２３日～平成１７年 ２月２１日生まれ 

平成１８年１月・４月・７月生まれ 

平成１７年５月生まれ 

平成１７年 １月２０日～平成１７年 ６月１３日生まれ 

平成１５年６月生まれ 

平成１６年９月・１０月生まれ 

平成１６年４月・５月・６月生まれ 

平成１８年８月生まれ 

平成１８年２月・５月・８月生まれ 

平成１８年２月生まれ 

１２：３０～１３：１０ 

事　業　名 

４・７・１０カ月児健診 

４・７・１０カ月児健診 

１２：３０～１２：５０ 

１３：００～１３：３０ 

１２：４０～１３：００ 

１３：００～１３：３０ 

１３：００～１３：３０ 

１２：００～１２：３０ 

１３：００～１３：３０ 

１３：００～１３：１０ 

１３：００～１３：３０ 

１３：００～１３：３０ 

１２：４５～１３：００ 

１２：００～１２：３０ 

４・７・１０カ月児健診 

１歳６カ月児健診 

１歳６カ月児健診 

３ 歳 児 健 診 

２歳児歯科健診 

２歳児歯科健診 

４カ 月 児 健 診 

４・７・１０カ月児健診 

１０カ 月 児 健 診 

４・７・１０カ月児健診 

４・７・１０カ月児健診 

大内保健センター 

西目保健センター 

本荘保健センター 

大内保健センター 

本荘保健センター 

本荘保健センター 

鳥海保健センター 

本荘保健センター 

矢島保健センター 

本荘保健センター 

岩城保健センター 

由利福祉保健センター 

鳥海保健センター 

乳幼児 
健診 
乳幼児 
健診 
乳幼児 
健診 （　 月）１２ 

・母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
・ 3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。 
・本荘地域の7カ月児健診健診は、個別健診となります。 
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
・当日、受診できない場合、および不明な点は各総合支所にご相談ください。 

日 曜日 

火 

平成１８年２月・５月・８月生まれ 

平成１８年２月・５月・８月生まれ 

１４

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○１２月のおはなし劇場

▽とき…１２月９日�　午後２時

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネル
　　シアター、つくってあそぼうほか
○１２月の展示
・作品の中に「雪」が出てくる文学作品（一般）
・クリスマス特集（児童）
○新年特別企画「みくらぶんこ」
　本荘図書館で役目を終えた本を、皆さんに
無料で配布します。

▽とき…平成１９年１月１０日�～１６日�
　　午前９時～午後６時（土・日は午後５時）

▽ところ…本荘図書館　１階入り口ロビー

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○「星のひとみ」クリスマスお話し会

▽とき…１２月１３日�　午後２時３０分
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…１２月１５日�　午後３時３０分
○１２月の展示
・作家「恩田　陸」特集
・Ｘ'ｍａｓを１００倍楽しもう特集
・絵本「クリスマス絵本」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○読み聞かせ会

▽とき…１２月１６日�　午後２時～３時３０分

▽ところ…由利図書館（幼児室）

▽内容…エプロンシアタ－、大型絵本、紙芝
　　居、つくって贈ろう「クリスマスカード」、
　　おしまいに「お楽しみくじ」あり

◎１２月の休館日
・本荘図書館＝１７日�、１８日�、２３日�、
　　　　　　　２８日�～３１日�
・岩城図書館＝４日�、１１日�、１８日�、
　　　　　　　２３日�、２５日�、
　　　　　　　２８日�～３１日�
・由利図書館＝２３日�、２８日�～３１日�
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内ののののののののののののののののののののののののののののののののののののチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムがががががががががががががががががががががががががががががががががががが優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝にににににににににににににににににににににににににににににににににににに輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
【サッカー】第１回秋田県地域リーグチャンピオンズ大会開催

平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

．

．

ススギギッッチチククララブブ会会員員募募集集
　スギッチクラブは、「秋田わか杉国体」
と「秋田わか杉大会」の大会本番で運営
をサポートするボランティアの愛称です。
活動内容として「受付・案内」、「誘導・
介助」、「会場管理」、「会場サービス」が
あります。

▽詳細についての問い合わせ先…市国体
　　事務局（�２４－４５５５・ＦＡＸ２４－４５６５）
　　ホームページＵＲＬ　 http：//www.city.
　　yurihonjo.akita.jp
　　Ｅメール　kokutai@city.yurihonjo.
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地域情報コーナー

■ご活用ください「１２月の健康相談」

▽内　容　血圧測定、生活習慣病予防、その他

▽時　間　それぞれ午前９時３０分～１１時３０分

■「湯ったりほのぼの教室」を行います

▽と　き　１２月１９日�　午前９時～

▽ところ　鶴舞温泉　中広間　　 ▽参加料　無料

▽内　容　健康相談：午前９時～１１時３０分、自宅で継続
　　できる軽体操：午前１０時～１１時
■「平成１９年度健診予定調査」にご協力ください
　各種健診受診予定者を把握するための調査です。

▽対　象　本荘地域に在住の男性３０歳以上、女性２０歳以
　　上の方全員

▽提　出　１２月１５日�まで、各町内の組長さん宅
※各町内の健康づくり協力員（衛生班長）を通じて調査
　表を配布しています。届いていない方はご連絡ください。
※市の健診を希望しない方も、皆さん提出してください。
■運動教室にご参加ください

▽と　き　１２月６日�　午後１時～３時ころ

▽ところ　ぱいんすぱ新山

▽内　容　　「冬期間、室内
　　でできる運動について」

▽講　師　健康運動指導士
　　三浦敬樹さん
※希望者には健康相談も行
　います。

■本荘北中学校４２歳年祝いの会

▽と　き　平成１９年１月２日�　午後４時３０分～

▽ところ　ホテルアイリス「 欅 の間」（３Ｆ）
けやき

▽お問い合わせ　田畑さん（�２３－５１９０）

健康管理課（本荘保健センター内）　�２２－１８３４

場　　　所日
南内越公民館６日�
石沢生活改善センター１２日�
北内越公民館１４日�
松ヶ崎基幹集落センター１５日�
小友公民館１９日�
子吉公民館２２日�

■「新春囲碁大会」を開催します

▽と　き　平成１９年１月８日�　受付：午前８時３０分～

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽対　象　由利本荘市・にかほ市の囲碁愛好者

▽区　分　Ａ級の部（３段以上）、Ｂ級の部（２段以下）、
　　少年の部（中学生・小学生）

▽参加費　１，０００円（中学生以下は無料）

▽申し込み　１２月２２日�まで本荘公民館
■「新春将棋大会」を開催します

▽と　き　平成１９年１月２１日�　受付：午前８時３０分～

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽対　象　由利本荘市・にかほ市の将棋愛好者

▽区　分　強豪の部（２段以上）、一般の部（初段以下）、
　　少年の部（中学生・小学生）

▽参加費　１，０００円（中学生以下は無料）
▽申し込み　１月１２日�まで、日本将棋連盟本荘支部　

　　鈴木さん（�２４－２０３０）または本荘公民館

■「フィットネスジム登録講習会」を行います

▽と　き　１２月９日�　午後２時、２１日�　午後６時３０分

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　先着２５人

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」出店者募集

▽と　き　１２月１０日�　午前９時～正午

▽ところ　アクアパル（屋内１５区画・１区画＝約１坪）

▽内　容　不用になった日用雑貨・衣類・書籍など

▽出店料　無料　　 ▽申込期限　１２月７日�
■「冬の貝殻細工教室」に参加しませんか

▽と　き　１２月２４日�　午前１０時～１２時３０分

▽ところ　アクアパル　　 ▽参加料　３００円（材料代）

▽内　容　貝殻と木の実を使ったキーホルダーや飾り物、
　　クリスマスキャンドル、リースなどの制作

▽対　象　小学生以上（小学校３年生以下は保護者同伴）

▽持ち物　はさみ、作品を持ち帰る袋など

▽定　員　６０人　　 ▽申込期限　１２月２０日�

本荘公民館　�２２－０９００

アクアパル　�２２－５６１１

■「生涯学習講演会」へおいでください
　全国制覇３３回の偉業を達成させた、能代工業高校バス
ケットボール部前監督・加藤廣志さんの講演会です。

▽と　き　１２月７日�　午後１時３０分～３時

▽ところ　東由利体育館　　 ▽対　象　小学生以上

▽演　題　　「夢に生きる」　　　 ▽参加料　無料

東由利地域東由利地域

生涯学習課　�６９－２３１０

本 荘 地 域本 荘 地 域

■「農業収支計算説明会」を開催します
　平成１９年分の確定申告から、農業所得簡易計算が廃止
され、すべて収支計算となります。（本紙２１�参照）
　簡易申告者を対象とする説明会にご参加ください。

▽と　き　１２月６日�　午後１時３０分～

▽ところ　ＪＡ秋田しんせい大内総合支店「メープル」

▽問い合わせ先　本荘税務署個人課税部門（�２２－
　　２５９５）、大内総合支所振興課税務班

大 内 地 域大 内 地 域

振興課税務班　�６５－２２１４

１６平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

地域情報コーナー

▽と　き　１２月１５日�　午後２時～

▽ところ　日新館

▽内　容　市長の講話、質疑応答など

▽問い合わせ先　広報広聴課（�２４－６２３７）

　矢島地域の皆さん
「市長とまちづくりを語る会」にご参加ください　

■健康相談を行います

▽と　き　１２月８日�　午前９時３０分～１１時
※川辺方面の送迎の日です。
■「保育園児のおゆうぎ発表会」へおいでください

▽と　き　１２月１３日�　午前９時３０分～開演

▽ところ　寿康苑　大広間
■１２月上旬の休館日　３日�、１１日�

■公共施設休館日（１２月上旬）

▽日新館　３日�

▽青少年ホーム　日曜・祝日の夜間（午後５時～）

矢 島 地 域矢 島 地 域

寿康苑　�５６－２９４０

生涯学習課　�５６－２２０３

■「～ 彩  歳 兼備　今が 歳  高 ～ステンドグラス展」開催中です
さい さい さい こう

▽と　き　１２月２８日�まで、午前９時～午後４時
　※毎週月曜日は休館日です。（祝日の場合はその翌日）

▽ところ　亀田城佐藤八十八美術館　第２展示室

▽入館料　一般５１０円、小中学生３００円
※団体２０人以上には割り引きがあります。

■「 茅  葺 き民家の四季」写真と模型を展示中です
かや ぶ

▽と　き　平成１９年１月２８日�まで

▽ところ　岩城歴史民俗資料館第２展示室（天鷺村内）

▽入館料　大人（高校生以上）４００円、中学生以下無料
※入館料は、天鷺村入村料と共通です。

岩 城 地 域岩 城 地 域

亀田城佐藤八十八美術館　�７４－２５００

岩城歴史民俗資料館　�７２－２０４８

■やさしく学べる「ＩＴ講座」を開催します
　テーマは「インターネット・メールに親しむ」です。

▽と　き　１２月９日�～１０日�　午前１０時～午後３時

▽ところ　職業訓練センター　　 ▽受講料　無料

▽人　数　先着１５人（少数の場合は中止もあります）

▽内　容　タイピング（キーの打ち方）の練習、イン
　　ターネットでの検索、メールの送受信、ネット社会
　　の危険性についての講義

▽講　師　秋田大学総合情報処理センター
　　　　　佐々木芳宏助教授
※ある程度パソコン経験のある方を対象とした内容です。
※原則として現地集合ですが、交通手段のない方はご連
　絡ください。

▽申し込み　１２月６日�　正午まで、由利公民館

由 利 地 域由 利 地 域

由利公民館　�５３－２２４５

■聴いてみませんか「母の歌コンサート」
　　「母」を題材にした曲を中心に、女性音楽家３人がマ
ンドリン、ピアノ、ソプラノの歌声で共演します。

▽と　き　１２月１３日�　午後１時３０分～２時３０分

▽ところ　西目公民館「シーガル」

▽演奏者　マンドリン／荻田ヒサ子さん（横手市）、ピア
　　ノ／和泉かく子さん（湯沢市）、ボーカル／高橋恵理
　　子さん（横手市）

■西目保育園「ふれあい保育」を行います
　お子さんを保育園でのびのびと遊ばせてみませんか。
この機会に保護者と一緒に遊びにおいでください。今回
は「なかよし集会」で園児と楽しく過ごします。

▽と　き　１２月２０日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ　西目保育園

▽対　象　０歳～３歳の未就園の子ども

生涯学習課　�３３－２３１５

西 目 地 域西 目 地 域

西目保育園　�３３－２０２２

■「元気な歯っこ協議会」
　イラストを募集します
　歯の健康に対する関心を高め、
幼児のむし歯を減少させること
を目的に、むし歯予防や歯の健
康をイメージしたイラストや４
コマまんがを募集します。出品者全員に参加賞があります。

▽応募期間　１２月４日�～１２月２５日�

▽様　式　自由（色の使用可）　　 ▽要　件　市民であること

▽応募方法
　　①住所、氏名、性別、年齢を明記してください。
　　②１人何点でも応募可能ですが、いずれも自作の作
　　　品に限ります。

▽その他
　　①出品された中から優れた作品を選定し、鳥海地域
　　　で発行している「すこやかだより」に掲載し、む
　　　し歯予防のＰＲ活動に役立たせていただきます。
　　②入選作品の著作権は、元気な歯っこ協議会および
　　　由利本荘市に帰属します。
　　③応募作品は返却しませんのでご了承ください。

▽応募先　〒０１５－０５９２　由利本荘市鳥海町伏見字赤渋２８
　　－１鳥海総合支所　福祉保健課

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

福祉保健課　�５７－３５０１

元気な歯っこ協議会
シンボルマーク　　
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１９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の
シ
ー

ズ
ン
券
を
、
市
民
の
方
に
は
割
引
し

て
販
売
し
ま
す
。
子
ど
も
シ
ー
ズ
ン

券
は
、
矢
島
・
鳥
海
両
ス
キ
ー
場
の

共
通
券
で
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
内
提
携
ス
キ
ー
場

に
シ
ー
ズ
ン
券
を
持
参
し
た
場
合
、

１
日
券
が
半
額
で
購
入
で
き
ま
す
。

岩
手
県
提
携
ス
キ
ー
場
は
大
人
１
千

円
、
子
供　

円
引
き
に
な
り
ま
す
。

５００

●
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
料
金

　

大
人　

１
万
３
千
円
、
レ
デ
ィ
ー

　

ス
、高
校
生　

１
万
円
、シ
ル
バ
ー

　
　
（
購
入
時　

歳
以
上
）
１
万
円
、

６０

　

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
１
千
円

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

　

資
料
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

①
顔
写
真
（
縦
４�
、
横
３�
）

　

２
枚
（
出
張
販
売
日
に
申
込
さ
れ

　

た
方
に
は
撮
影
サ
ー
ビ
ス
い
た
し

　

ま
す
）、
②
健
康
保
険
証
な
ど
、
住

　

所
が
確
認
で
き
る
も
の
、
③
高
校

　

生
は
学
生
証
、
④
シ
ル
バ
ー
は
生

　

年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

●
販
売
場
所
及
び
時
間

▽
出
張
販
売　
　

月
３
日�
　

午
前　

１２

１０

　

時
〜
午
後
３
時　

ド
ゥ
・
ス
ポ
ー
ツ

　

㈱
本
荘
店
、　

月　

日�
　

午
前　

１２

１０

１０

　

時
〜
午
後
３
時　

矢
島
総
合
支
所
１

　

階
ロ
ビ
ー
、　

月
４
日�
〜　

日�

１２

２２

　

ま
で
矢
島
総
合
支
所
産
業
課
（
土
曜

　

・
日
曜
除
く
）、　

月　

日�
か
ら
鳥

１２

２３

　

海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
券
売

　

場
、
と
も
に
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
（
ナ
イ
タ
ー
営
業
時
は
午
後
８
時
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

矢
島
総
合
支
所

　

産
業
課
（�
　
　　�
　
４
９
５
３
）
ま

５５

　

た
は
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
（�

　
　
　　�
　
２
１
８
２
）（　

月　

日�

５６

１２

２３

　

か
ら
営
業
予
定
で
す
）

　

戦
傷
病
者
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病

者
を
長
年
介
護
さ
れ
て
き
た
奥
様
の
ご

労
苦
に
対
し
、
国
と
し
て 
慰  
藉 
を
行
う

い 
し
ゃ

こ
と
を
目
的
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
　
「
第　

回
特
別
給
付
金
」ま
た
は「
第

１８

　

回
特
別
給
付
金
」
を
受
給
さ
れ
て
い

２０た
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

　

給
付
金
」
の
継
続
支
給　

戦
傷
病
者

　

の
方
が
、
今
年　

月
１
日
に
増
加
恩

１０

　

給
、
傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、

　

障
害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

②
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

　

給
付
金
」
の
特
例
支
給　

戦
傷
病
者

　

の
方
が
、
平
成
８
年　

月
１
日
（
ま
た

１０

　

は
平
成
５
年
４
月
１
日
）
以
降
平
成

　
　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
、
一
般

１５

３１

　

の
け
が
や
病
気
で
死
亡
さ
れ
た
場
合

③
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

　

付
金
」
の
支
給　

戦
傷
病
者
の
方
が
、

　

平
成
８
年　

月
１
日
（
ま
た
は
平
成

１０

　

５
年
４
月
１
日
）
以
降
平
成　

年
３

１５

　

月　

日
ま
で
の
間
に
、
公
務
傷
病
や

３１

　

勤
務
関
連
傷
病
で
死
亡
さ
れ
た
場
合

④
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
ら
れ
た

　

方　

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１３

　
　

年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷

１５

　

病
者
と
し
て
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金

　

な
ど
の
受
給
権
を
取
得
し
た
場
合
で
、

　

こ
の
期
間
内
に
婚
姻
を
し
た
方

▽
受
付
期
限　

平
成　

年
９
月　

日

２１

３０

　

詳
し
く
は
市
役
所
福
祉
支
援
課
（�

　
　
　　�
　
６
３
１
５
）
ま
た
は
各
総
合
支

２４

　

所
福
祉
保
健
課
（
岩
城
総
合
支
所
は

　

市
民
課
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
、
家
庭
用
灯
油
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
の
流
出
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
昨
年　

月
か
ら
今
年
３
月
ま

１２

で
、
前
年
の
２
倍
と
な
る　

件
の
事
故

６０

が
県
内
で
起
き
て
い
ま
す
。
事
故
の
大

半
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
給
油
口
の
閉

め
忘
れ
と
、
積
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損

で
す
。
油
漏
れ
に
か
か
る
回
収
・
処

理
に
は
、
灯
油　
�
で
約　

万
円
の

１８

５０

費
用
負
担
が
伴
い
ま
す
。

　

油
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
①

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
周
囲
は
積
雪
が

あ
っ
て
も
大
丈
夫
か
、
落
雪
の
影
響

を
受
け
な
い
か
、
②
給
油
管
は
折
れ

曲
が
っ
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
い

な
い
か
、
③
給
油
後
、
灯
油
の
「
こ

ぼ
れ
」
な
ど
は
な
い
か
を
ご
確
認
の

う
え
、
異
常
を
発
見
し
た
際
は
次
の

機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
吉
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡

協
議
会
（
国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課�
０
１
８　　�

　
８
６
４　　�
　
２
２
９
０
）

お
得
な
ス
キ
ー
場
「
市
民

シ
ー
ズ
ン
券
」
を
ど
う
ぞ

戦
傷
病
者
の
妻
の
皆
さ
ん
は

お
忘
れ
な
く
受
給
手
続
き
を

　東北森林管理局では、国有林
の管理・経営に皆さんの声を役
立てていくため、モニターを募
集しています。

▽募集人員　４８人

▽任期　平成１９年４月～平成２０
　年３月

▽募集期間　１２月２８日�まで
　応募資格や応募方法などはお
　問い合わせください。

▽問い合わせ先　東北森林管理
　局国有林モニター係（�０１８
　－８３６－２２７４）
　東北森林管理局ホームページ
　http://www.tohoku.kokuyurin.
　go.jp/

　１２月は「飲酒運転追放強調月
間」です。今年のスローガンは
「県民の力でなくそう　飲酒運
転」です。地域、家庭、職場で
「飲酒運転４（し）ない運動」
を呼びかけ、飲酒運転の絶滅を
期しましょう。
■飲酒運転４ない運動
　①飲んだら乗らない、②乗る
　なら飲まない、③乗るなら飲
　ませない、④飲んだら乗せな
　い

　今月１１日から「年末の交通安
全県民総ぐるみ運動」が始まり
ます。市内の各地で交通事故が
発生しています。「交通事故のな
い明るいまちづくり」をめざし、
みんなで注意しましょう。
■運動の重点
　①子どもと高齢者の交通事故
　防止、②シートベルトとチャ
　イルドシートの着用の徹底、
　③飲酒運転の徹底追放

家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を
！　

「国有林モニター」を募集「国有林モニター」を募集

１２月は１２月は　　　　　　　　　
「飲酒運転追放強調月間」「飲酒運転追放強調月間」

１２月１１日～２０日１２月１１日～２０日　　　　　　　
「年末の交通安全県民運動」「年末の交通安全県民運動」

　

広
報
で
は
、
新
年
号
の
編
集
に
あ

た
り
、「
イ
ノ
シ
シ
年
生
ま
れ
」
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
寄
稿
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
①
新
年
に
向
け
た
抱
負
、

②
私
が
思
う
こ
と
、
の
ど
ち
ら
か
。

　

原
稿
は
縦
書
き
で　

文
字
以
内
。

２３０

「
氏
名
、
地
域
名
、
生
年
月
」
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
限　
　

月
７
日�
必
着

１２

○
原
稿
の
送
付
先　

〒　
　　�
　
８
５
０

０１５

　

１　

由
利
本
荘
市
尾
崎　
  
市
広

１７

　

報
広
聴
課
宛
（�
　
　　�
　
６
２
３
７

２４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 　
　　�
　
１
３
２
２
）

２３

募　
集　
し　
ま　
す

※メールアドレスは※メールアドレスは２４２４ページに掲載ページに掲載
１８

▽
公
営
住
宅
（
新
築
）

　

本
荘
地
域　

４
戸
（
松
涛
）
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
公
営
住
宅　

　

矢
島
地
域　

１
戸
（
栄
町
）

　

岩
城
地
域　

１
戸
（
愛
宕
東
）

▽
申
し
込
み
期
限　
　

月　

日�

１２

１５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
建
設
課
ま
で
。

【
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）】

▽
と
き　
　

月
１
日�
、
８
日�
、　

１２

１５

　

日�
、　

日�
　

午
後
１
時
〜
５
時

２２

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
内
容　

生
活
環
境
問
題
、
家
庭
問

　

題
な
ど

【
行
政
・
人
権
市
民
相
談
】

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

〜

１２

１３

１０

　

午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
３
号
室

【
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

▽
と
き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
き　
　

月
９
日�

１２

　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

▽
と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
館
（
大
内

　

地
区
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（�
　
　　�
　
６
２
８
３
）

２４

　

前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う
に
、

小
・
中
学
生
の
た
め
の
科
学
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

見
る
実
験
、
試
す
実
験
、
作
っ
て

試
す
実
験
な
ど
た
く
さ
ん
の
実
験
を

用
意
し
ま
し
た
。
体
育
館
全
体
が
ド

キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い
の
実

験
室
で
す
。
算
数
・
数
学
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
図
形

の
お
も
し
ろ
い
世
界
を
体
験
し
た
り

で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
ご
来
場
の
上
、

科
学
や
算
数
・
数
学
の
お
も
し
ろ
さ

や
不
思
議
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時

１２

１４

１０

　

〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

行
政
セ
ン
タ
ー
３
階
学

　

習
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ　
「
市
民
の
暮
ら
し
を
守

　

る
子
吉
川
の
整
備
計
画
と
鳥
海
ダ

　

ム
」

▽
講
師　

東
北
地
方
整
備
局
鳥
海
ダ

　

ム
調
査
事
務
所　

菅
原
信
雄
所
長

▽
対
象　

一
般
市
民
（
お
気
軽
に
お

　

い
で
く
だ
さ
い
）

▽
主
催　

由
利
本
荘
市
消
費
者
の
会

▽
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

　
　
（�
　
　　�
　
６
２
５
１
）

２４

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１
時

１２

１２

　
　

分
〜
午
後
４
時

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

特
許
の
基
礎
知
識
、
特
許

　

の
検
索
実
習
、
出
願
の
手
続
方
法
、

　

パ
ソ
コ
ン
電
子
出
願
の
概
要

▽
定
員　
　

人
（
パ
ソ
コ
ン
で
文
字

１０

　

入
力
で
き
る
方
）、
先
着
順

▽
受
講
料　

無
料

▽
主
催　

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
、

　
�
発
明
協
会
秋
田
県
支
部

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
知
的
所
有
権

　

セ
ン
タ
ー
（�
０
１
８　　�
　
８
６
０

　
　　�
　
５
６
１
４
）

▽
大
会
名　

第　

回
ハ
ン
デ
ィ
ス

３０

　

キ
ー
親
善
大
会
（
秋
田
･
田
沢
湖

　

大
会
）
兼
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

▽
と
き　

平
成　

年
１
月　

日�
〜

１９

２６

　
　

日�
２８

▽
と
こ
ろ　

ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
タ
ザ
ワ

▽
種
目　

ア
ル
ペ
ン
競
技
・
大
回
転

　
　
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
レ
ー
ス
）

▽
ク
ラ
ス　

初
級
・
中
級
・
上
級
・

　

ゲ
ス
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

▽
申
し
込
み
受
け
付
け　
　

月
１
日

１２

　

〜　

日�
　

必
着

２０

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（�
･

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
８　　�
　
８
６
４　　�
　

　

２
７
５
０　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
akita-sports.jp

）

平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

暮らしのお知らせ

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

【
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）】

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時

１２

２２

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
２
号
室

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室 
（�
　
　　�
　
６
２
５
１
）

２４

　

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

　

１
時
〜
５
時

■
弁
護
士
に
よ
る
相
談

　
　

月　

日�
、　

日�
　

午
後
１

１２

１４

２８

　

時
〜
４
時
（
要
予
約
、
要
面
談
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
日
本
損
害
保

　

険
協
会
秋
田
自
動
車
保
険
請
求
相

　

談
セ
ン
タ
ー
（�
０
１
８　　�
　
８
２

　

３　　�
　
５
９
２
２
）

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
／
毎
月
第
３

１２

２０

　

水
曜
日　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　
　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の

　

登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

▽
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談

　

セ
ン
タ
ー
秋
田
中
央
（�
０
１
８

　
　　�
　
８
２
４　　�
　
０
０
５
５
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　
 
秋
田
県
司
法

　

書
士
会
（�
０
１
８　　�
　
８
２
４　　�

　　

０
１
８
７
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

交
通
事
故
無
料
相
談
あ
り
ま
す

県
司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
会

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

特
許
検
索
・
電
子
出
願　

講
習
会
の
ご
案
内　
　
　

第　

回
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ー　

３０
親
善
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

小
・
中
学
生
の
た
め
の　
　
　

 
第
３
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　１１月１５日発行本紙２２ページの善意の中で「小松直孝社長」は、
「廣瀬康夫社長」の誤りです。訂正しておわびします。

訂正・
おわび



２１

ア
ク
ア
パ
ル
、
市
総
合
体
育
館
年
末
年
始
休
館
日�

（
〜
１
月
３
日
ま
で
）�

本
荘
文
化
会
館
年
末
年
始
休
館
日
（
〜
１
月
４
日
ま
で
）�

天
皇
誕
生
日�

本
荘
高
校
吹
奏
楽
部
　
第
　
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト�

入
場
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時
　
分�

14

18
16

30

文�

冬
の
貝
殻
細
工
教
室
　
参
加
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時
　
分 

10

12

30

ア�

映
画
上
映
「
日
本
沈
没
」 

入
場
料
あ
り
　
①
　
時
　
分
〜
、�

②
　
時
　
分
〜�

18

14

30

30

ア�

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」 

文
化
会
館
　
　
時
〜
　
時�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
　
分
〜
　
時�

10

12

18

30

20

ア�

公�

ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
・
タ
ケ
ウ
チ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　
会
費
あ
り�

　
時
　
分
〜
　
時�

本
荘
由
利
地
区
少
年
柔
道
大
会
　
８
時
〜
　
時�

13

16

30

17

ア�

総�

市
総
合
体
育
館
休
館
日�

Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　
来
年
分
の
申
告
か
ら
、
農
業

　
所
得
簡
易
計
算
（
農
業
所
得

　
標
準
）
は
廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成　

年
分
（
平
成　

年
１
月
１

１９

１９

日
〜　

月　

日
の
収
入
金
額
）
の
申

１２

３１

告
か
ら
、
農
業
所
得
簡
易
計
算
（
農

業
所
得
標
準
）
は
廃
止
さ
れ
、
今
後

は
す
べ
て
「
収
支
計
算
」
に
よ
る
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
所
得
は
他
の
事
業
所
得
と
同

様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
計

算
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。
こ

れ
ま
で
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」
を

適
用
し
、
農
業
所
得
を
計
算
し
て
い

た
農
家
の
方
も
国
税
庁
の
指
導
に
よ

り
、
平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申

１９

告
か
ら
収
支
計
算
に
よ
り
農
業
所
得

を
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
他
の
事
業

所
得
と
同
様
に
、
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を

算
定
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。

　

収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類
と
必
要

経
費
の
わ
か
る
書
類
か
ら
日
々
記
録

し
、
そ
れ
を
科
目
（
収
入
、
肥
料
費
、

農
薬
費
な
ど
）
ご
と
に
１
年
間
の
集

計
を
行
い
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
書
類

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類
〉

…
出
荷
伝
票
、
納
品
書
（
控
）、
仕
切

書
な
ど

〈
必
要
経
費
の
わ
か
る
書
類
〉

…
請
求
書
、
納
品
書
、
領
収
書
な
ど

　

こ
の
ほ
か
に
、
販
売
代
金
の
入
金

や
肥
料
代
金
な
ど
が
引
き
落
と
さ
れ

る
口
座
の
通
帳
や
、
農
産
物
の
出
荷

や
購
買
代
金
の
明
細
書
な
ど
も
必
要

で
す
。

 　
　
「
小
作
料
・
賃
耕
料
」
な

　

ど
は
申
告
書
類
の
提
出
を

　

平
成　

年
分
農
業
所
得
に
つ
い
て
、

１８

「
小
作
料
・
賃
耕
料
」
な
ど
の
や
り

と
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
収
入
報
告
書
・
経
費
証
明
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

用
紙
は
市
役
所
税
務
課
、
本
荘
地

域
各
出
張
所
・
南
内
越
公
民
館
及
び

本
荘
地
域
農
協
各
支
店
の
窓
口
に
備

え
て
い
ま
す
。
本
荘
地
域
以
外
の
方

は
、
各
総
合
支
所
振
興
課
（
税
務
班
）

に
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
う
え
申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
税
務
課

　

住
民
税
班
（�
　
　　�
　
６
３
０
２
）

２４

　
　

月
の
木
曜
日
は
午
後
８

１２

　

時
ま
で
延
長
し
、
市
税
の

　

納
付
と
相
談
を
受
け
付
け

　

ま
す

▽
開
設
場
所　

本
庁
収
納
課
窓
口

▽
開
設
日
時　
　

月
７
日
、　

日
、

１２

１４

　
　

日
の
木
曜
日

２１

　

午
後
５
時　

分
〜
午
後
８
時

１５

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（�

　
　
　　�
　
６
２
５
６
）

２４

税　

金

収
支
計
算
と
は

収
支
計
算
を
行
う
に
は

保
存
す
る
書
類

２０

文�

造
形
部
研
修
会
　
　
時
〜
　
時�

17

13

年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
（
〜
　
日
）�

市
総
合
体
育
館
休
館
日�

20

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文� ア�

映
画
上
映
「
デ
ス
ノ
ー
ト
　
ザ
・
ラ
ス
ト
ネ
ー
ム
」�

入
場
料
あ
り
　
①
　
時
　
分
〜
、
②
　
時
〜
、
③
　
時
〜�

30

14

18

10

ア�

総�

ア�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
９
時
　
分
〜
　
時�

15

30

15

30

14

総�

文�

第
　
回
リ
ソ
ナ
ン
ツ
ァ
　
ム
ジ
カ
ー
レ
演
奏
会
　
入
場
料
あ
り�

　
時
〜
　
時�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」�

９
時
〜
　
時�

全
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会�

21

1612

14

ア�

総�

第
　
回
荘
美
会
展
（
〜
３
日
） 

　
時
〜
　
時�

飲
酒
運
転
追
放
強
調
月
間
（
〜
　
日
）�

高
体
連
中
央
支
部
新
人
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
〜
３
日
）�

８
時
〜
　
時�

18

1031

21

10

文�

総�

公�

　
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会�

第
二
種
・
三
種
公
認
審
判
員�

・
記
録
員
認
定
会�

　
月
３
日
　
　
９
時
〜
　
時�

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー�

▽
申
し
込
み
先
　
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル�

　
協
会
審
判
委
員
会
事
務
局
（
橋
本
さ
ん
）�

　
　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
８
・
８
５
７
・
２
０�

　
８
７
、
０
９
０
・
４
６
３
９
・
７
２
５
０�

13

(日)

(財)12

ア�

文�

公�

30

14

30

18

15

13

30

20

18

市
民
講
座
・
本
荘
由
利
の
民
俗
学
④
「
西
目
地
域
の
念
仏
講
に�

つ
い
て
」 

受
講
料
無
料
　
　
時
　
分
〜
　
時�

レ
ッ
ツ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
入
場
料
あ
り
　
　
時
　
分
〜
　
時�

本
荘
落
語
寄
席
「
老
若
男
女
あ
づ
ま
れ
　
笑
っ
て
元
気
に
な
る
べ
」�

入
場
料
あ
り
　
　
時
　
分
〜
　
時�

！�

市
総
合
体
育
館
一
般
開
放
日�

平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう

■
対
象　

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日

　

か
ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
人

■
会
場　

本
荘
文
化
会
館

■
期
日
・
日
程
概
要　

平
成
十
九
年

　

一
月
七
日�

　

正
午
〜　

開
場
・
受
け
付
け

　

午
後
１
時
〜　

新
成
人
の
つ
ど
い

　
　
　

１
時　

分
〜　

成
人
式
式
典

５０

■
案
内
状
の
発
送

　

市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
新
成
人
、

　

お
よ
び
市
内
十
一
中
学
校
の
卒
業

　

生
（
平
成
十
三
年
度
卒
業
生
…
十

　

四
年
三
月
卒
業
）
に
、
十
二
月
上
旬

　

ま
で
に
案
内
状
を
送
付
す
る
予
定

　

で
す
。
た
だ
し
、
仕
事
や
学
校
、
結

　

婚
な
ど
の
関
係
で
市
内
に
お
住
ま

　

い
で
な
く
、
家
族
が
中
学
校
卒
業

　

時
の
住
所
地
か
ら
転
出
さ
れ
た
場

　

合
は
、
案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
方
は
十
二

　

月
八
日�
ま
で
に
、
新
成
人
の
現

　

在
の
住
所
・
氏
名
な
ど
を
生
涯
学

　

習
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

■
保
護
者
な
ど
の
来
場
制
限

　

今
年
度
の
成
人
対
象
者
は
千
百
人

　

に
及
び
ま
す
。
式
典
当
日
に
は
、

　

文
化
会
館
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
こ

　

と
か
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
臨

　

席
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。（
文
化
会

　

館
内
に
特
設
モ
ニ
タ
ー
を
設
け
、

　

式
典
内
容
を
放
映
し
ま
す
）

■
駐
車
場
・
送
迎
バ
ス

　

当
日
は
、
駐
車
場
で
も
大
変
な
混

　

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
会
場
周

　

辺
の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

会
場
周
辺
の
公
道
も
自
家
用
車
の

　

駐
停
車
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
成
人

　

お
よ
び
保
護
者
用
の
駐
車
場
は
、

　

旧
組
合
病
院
跡
地
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
本
荘
地
域
以
外
は
各
総

　

合
支
所
前
な
ど
か
ら
送
迎
バ
ス
を

　

運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。（
運
行
時
間
な
ど
は
案
内
状

　

に
同
封
す
る
予
定
で
す
）

■
新
成
人
の
つ
ど
い

　

午
後
一
時
か
ら
の
「
新
成
人
の
つ

　

ど
い
」
は
、
新
成
人
実
行
委
員
会

　
　
「
僕
ら
の
歩
む
未
来
（
あ
す
）
へ

　

の
み
ち
」
に
よ
る
企
画
イ
ベ
ン
ト

　

で
す
。
現
在
、
市
内
企
業
や
事
業

　

所
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

　

準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
生
涯
学
習
推

　

進
課　
�
　
　　�
　
６
２
８
４
、
Ｆ
Ａ

２４

　

Ｘ　
　　�
　
６
６
２
４

２３

市
の
成
人
式

新市最初の成人式に参加した新成人たち（今年１月）



２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

〈１０月２３日～１１月１１日受付分〉
山　本　 亜 　 季 ちゃん（英　一さん）石脇

あ き

佐　藤　 果 　 子 ちゃん（　圭　さん）大簗
か こ

佐　藤　 鈴 　 來 ちゃん（和　春さん）石脇
り こ

佐　藤　 風 　 香 ちゃん（　広　さん）川口
ふう か

佐々木　 祐  羽  士 ちゃん（恵　一さん）石脇
ゆ う し

関　坂　 浩  志  朗 ちゃん（　圭　さん）薬師堂
こう し ろう

時　岡　　　 成 ちゃん（　章　さん）美倉町
じょう

齊　藤　 柊 　 斗 ちゃん（貴　弘さん）大中ノ沢
しゅう と

畠　山　　　 晟 ちゃん（浩　二さん）石脇
じょう

渡　部　 壱 　 成 ちゃん（　透　さん）二番堰
いっ せい

小　松　 彩 　 乃 ちゃん（英治郎さん）赤沼町
あや の

三　浦　 悠 　 生 ちゃん（　渉　さん）矢島町川辺
ゆう き

吉　田　 輝  来  良 ちゃん（　忍　さん）岩城勝手
き ら ら

三　浦　 柊 　 子 ちゃん（久　雄さん）川西
とう こ

（　）は保護者

おくやみ申し上げます

〈１０月２２日～１１月１１日受付分〉
東海林鐐氏（前由利本荘市議会議員、旧大内町功労
者・小栗山）は１１月３日永眠されました。氏は、昭
和６０年９月から連続５期１９年６カ月旧大内町議を務
められ、この間、議会議長１年６カ月、議会副議長、
総務委員長などを歴任。平成１７年３月から１０月まで
市議。旧大内町では道路交通網・下水道の整備、有
線テレビ事業促進など長年にわたり地域社会の発展
に尽力されました。また、由利本荘市商工会副会長
に就任するなど本荘由利地域の商工会発展に貢献。
平成１１年中小企業長官表彰、平成１３年全国町村議会
議長表彰。享年７５歳。

佐々木福次郎氏（元大内村議会議員、旧大内町功労
者・小栗山）は１１月８日永眠されました。氏は、昭
和２２年４月３０日、旧上川大内村議会議員に初当選、
合併して誕生した大内村議会議員とあわせて３期１２
年３カ月務められ、この間、教育民生委員、建設副
委員長などを歴任。その後、大内町老人クラブ連合
会会長を務められるなど町政の発展、組織の充実に
尽力。昭和３９年旧大内村自治功労表彰。享年９９歳。

小　松　亀代治さん（８９歳）三条
鈴　木　　　隆さん（５０歳）埋田
細　谷　和　子さん（７８歳）大浦
岡　部　五　郎さん（７０歳）鮎瀬
池　田　　　肇さん（６２歳）大浦
田　口　常三郎さん（９７歳）砂子下
石　川　ヱチノさん（８８歳）鮎瀬
鈴　木　良　二さん（９２歳）花畑町
熊　谷　トヨヱさん（８０歳）一番堰
小　関　節　子さん（８７歳）中竪町
村　上　キ　ミさん（８４歳）中竪町
遠　藤　重　和さん（８２歳）中梵天
佐　藤　幸　一さん（７８歳）石脇
小　松　キ　ナさん（８０歳）湯沢
佐　藤　アキノさん（８３歳）矢島町上荒沢
村　上　兼　松さん（７３歳）矢島町七日町
堀　井　惣　一さん（５８歳）岩城勝手
鎌　田　貞　子さん（７３歳）岩城内道川
�　橋　　　馨さん（７４歳）岩城内道川
東海林　ハルヱさん（９１歳）岩城勝手
金　子　幸　男さん（８２歳）川西
熊　谷　アヤコさん（８６歳）堰口
小　嶋　和　雄さん（７３歳）北福田
小助川　定　次さん（８１歳）及位
佐々木　ヲ　リさん（１０７歳）�岡
小　石　カネヨさん（９１歳）深沢
塩　野　資　郎さん（７３歳）岩谷町
工　藤　アキミさん（９４歳）東由利法内
阿　部　ナ　ミさん（８４歳）東由利蔵
遠　藤　吉　助さん（８２歳）東由利宿
朝　岡　ノリ子さん（６５歳）西目町出戸
木　村　サツ子さん（７８歳）西目町海士�
村　上　マサヲさん（８８歳）鳥海町伏見
佐　藤　サ　クさん（１００歳）鳥海町上笹子
土　田　ハツヨさん（９０歳）鳥海町下川内
三　船　ツ　ヱさん（８３歳）鳥海町小川

■ウィンザー・クリスマスパーティー 

▽とき…１２月２４日�　午後１時～３時

▽ところ…鶴舞会館　　 ▽参加料…５００円

▽内容…英語を交えた、ゲーム盛りだくさんの楽しい
　　パーティー。お菓子や賞品もでます（小学生向
　　け）。

▽申し込み・お問い合わせ…ウィンザーイングリッ
　　シュスクール佐藤さん（�２４－０３９９または３７－
　　２７０３） 
■商工会主催「’０７新春商工パーティー」

▽とき…平成１９年１月４日�　午後３時

▽ところ…ホテルアイリス

▽会費…１人２，０００円
※１事業所より数人の参加をお願いします。

▽申し込み…１２月１４日�まで市商工会本部（�２３－
　　８６８６　ＦＡＸ２３－８６８８）または、最寄りの各支所へ
■第１４４回全国商工会珠算検定試験

▽とき…平成１９年２月１８日�　午前９時開始

▽ところ…市商工会（本荘支所会館、矢島支所会館、
　　岩谷珠算教室）

▽申し込み…１月１８日�まで市商工会または商工会各
　　支所に申し込み下さい。

▽問い合わせ…市商工会本部総務課（�２３－８６８６）
■第３４回（１級）・第５９回（３級）販売士検定試験

▽とき…平成１９年２月２１日�　午前９時３０分開始

▽ところ…市商工会館

▽受験料…１級＝７，１４０円、３級＝４，０００円

▽申し込み…商工会窓口に備え付けの受験願書に所要
　　事項を記入の上、受験料を添え１月２５日�必着で
　　市商工会へ

▽問い合わせ…市商工会本部総務課（�２３－８６８６）

２２

■本荘落語寄席 老若男女あづまれ !笑って元気になるべ

▽とき…１２月２日�　午後２時開場　２時３０分開演

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽入場料…前売券１，５００円（当日券１，８００円）

▽内容…第１部　地元有志による芸能
　　第２部　女性へ元気の出る講演をきがせるどー
　　第３部　恒例本荘落語寄席だどー～大喜利～

▽チケット…市商工会各支所、市商工観光課、アクア
　　パル、ジョイフルシティ本荘ほか

▽お問い合わせ…市商工会青年部本荘支部澤木さん
　　　（�２２－３１１９）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　親子でリズム遊びを楽しみながら、育児の情報交換も!

▽とき…１２月７日�、１４日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…本荘由利広域交流センター 多目的ホール

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本

▽持ち物…タオル、飲み物、お皿

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と保護者
※時間通りでなく、途中からの参加でも大丈夫です。

▽問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■リソナンツァ ムジカーレ第２１回演奏会

▽とき…１２月１０日�　午後１時３０分開場　午後２時開演

▽ところ…本荘文化会館

▽構成…第１部 / ドヴォルザーク「４つの ﾛﾏﾝﾃｨｯｸ な
　　小品」より第１曲ほか　第２部/～モーツァルト生
　　誕２５０年に寄せて～ほか　　 ▽入場料 ･･･１，０００円

▽チケット…コンノ楽器、ヤマハミュージック東北本
　　荘店、ジョイフルシティ本荘サービスカウンター

▽お問い合わせ…武田さん（�２２－１１６７）
■珈琲教室「おいしい珈琲の淹れ方＆おうちメ
　イドのクリスマスケーキ」参加者募集

▽とき・内容…１２月１４日�　午後１時～３時
　　　「くるくるショコラのメルヘンクリスマスケーキ」

▽とき・内容…１２月１５日�　午後６時～８時
　　　「リキュールとエスプレッソコーヒーが大人の味
　　のティラミス」　　　 ▽材料代…各１，５００円
※場所はいずれも市ガス水道局２階　　 ▽各回…先着１２人

▽持ち物…ドリップポット、コーヒーカップ、皿、
　　フォーク、エプロン、ふきん、台ふきん

▽申し込み・お問い合わせ…齊藤さん（�２３－９５３３）
■鳥海山ろく線忘年会列車参加者募集

▽とき…１２月１５日�　午後６時３０分～８時５０分

▽ところ…羽後本荘駅

▽内容…羽後本荘駅で乾杯スタート
　　羽後本荘～矢島　往復運賃込み
　　飲み放題３，０００円　折り詰め弁当付き
※定員４０人になり次第締め切り

▽申し込み・お問い合わせ…由利高原鉄道㈱（�５６－２７３６）
■第１０回カジュアルダンスパーティー

▽とき…１２月１７日�　午後１時３０分～４時

▽ところ…アクアパル

▽会費…１，５００円（前売り整理券には抽選券付き）

▽入場整理券のお求め・お問い合わせ…竹内さん（�
　　０９０－３３６３－９２６３）

※１月１日号へ掲載希望の原稿は１２月１２日（火）が締め切りです。

平成１８年１２月１日号　　広報ゆりほんじょう
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